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太陽の子保育園平成26年7月

熱中症が起こりやすいのは急に暑くなった・日ざしが強い・

風が弱い・湿度が高い目。
梅雨が明けると、一気に真夏がやってきます。一つでも

条件が当てはまる日には、体調の変化に注意しましょう。

7月9日（水）

10:30～ 

：紗何：：：j；齢制、子とちの熱申症

丸温
。 子どものほうが暑いのです

体温調節
。体温を調節する力が未熟です
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踊れた日は、照り返しの熱で、地面に近い

ほど、気温が高くなります。

子どもは、汗をかいて体温を調節する働きが

まだ十分発達していません。

気温が高いときや、夏の炎天下では、うまく

体温調節ができず、体の中心部の温度（深部体

温） が急に上がって、熱中症の危険があります。

暑さに合わせて服装を調節するのは、小さな

子どもには難しいことです。その日の気温や活

動に合わせて衣服を選んだり、調節したりでき

るよう、おうちのかたのアドバイスが必要て・す。
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夏の病気ここに注意 ！

ブール熱、ヘル）＼ンギー

ナなどの夏の病気は、熱が

出たりのどの痛みが強かっ

たりして、水分や食事の呈

が少なくなりがちです。

水分補給を心がけ、刺激

の少ないやわうかい食べ物

をあたえてください。
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